
我
が
國
上
代
風
俗
と
印
度
古
典

足

U禾

壱
子

氏

　
　
本
論
の
要
旨
匡
昨
年
己
に
我
が
帝
國
大
學
の
夏
期
講
照
雨
開
催
の
際

　
　
夜
間
の
公
開
講
莚
に
於
て
蓮
べ
実
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
修
補
し
て

　
　
丈
献
材
料
々
蒐
集
し
て
、
「
史
林
」
の
三
白
な
借
り
て
同
婿
同
學
の
世

　
　
上
一
当
に
問
ふ
こ
と
、
し
た
。
定
め
て
意
見
齋
異
に
す
る
人
々
も
多

　
　
か
ろ
漉
し
と
思
ふ
が
、
本
紙
上
に
於
い
て
匡
正
の
意
見
を
嚢
表
ぜ
ら

　
　
る
れ
ば
幸
甚
と
患
ふ
。

　
印
度
と
我
が
國
と
は
共
に
地
理
的
・
歴
史
的
・
乃
至
宗
教
的
に
於

い
て
非
常
に
祁
違
あ
る
國
柄
で
あ
る
が
、
古
代
印
度
の
立
法
者
の

記
録
、
（
蓋
し
、
法
と
は
現
今
の
書
ふ
法
律
の
意
義
で
は
な
い
）
乃
ち

所
謂
、
祭
政
一
致
時
代
に
現
は
れ
た
と
見
る
全
き
風
俗
習
慣
叉
は

信
仰
に
し
て
、
我
が
國
の
と
頗
る
絹
近
似
し
た
周
題
が
少
く
な
い
。

我
が
國
は
佛
敏
國
で
あ
り
、
印
度
は
世
問
周
知
の
癩
く
佛
教
の
糞

群
地
で
あ
る
が
、
佛
教
が
印
度
に
獲
生
し
其
の
地
に
隆
盛
を
極
め

た
の
は
、
印
度
に
於
い
て
は
既
に
祭
政
一
致
の
時
代
で
は
な
い
。

又
佛
教
が
印
度
か
ら
我
が
圃
に
型
置
し
九
経
路
を
辿
っ
て
見
る
と

　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
印
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古
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（
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利
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そ
の
経
過
し
來
つ
た
粛
々
の
宗
教
風
俗
等
を
振
取
叉
は
こ
れ
と
混

合
し
た
結
果
、
純
糠
に
「
ガ
…
ウ
タ
マ
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
」
、
邸
ち
繹

迦
ム
牛
尼
佛
。
か
｝
内
冊
謄
紀
…
兀
晶
嗣
六
・
七
世
個
麗
乃
至
…
四
・
五
冊
膳
紀
頃
に
「
ガ

ン
ヂ
ス
」
河
の
沃
土
に
説
け
り
と
言
は
る
・
教
と
は
，
大
い
に
趣

を
異
に
し
て
み
る
も
の
が
あ
る
。
道
教
・
儒
教
。
波
斯
敏
等
の
分
子

が
、
形
を
憂
へ
て
佛
教
中
に
弾
入
し
、
我
が
國
に
傳
耀
し
た
の
で

あ
ら
う
。
是
宗
敏
上
相
蓮
あ
る
所
以
で
あ
る
。

　
此
面
、
宗
敏
と
は
座
臥
・
進
退
・
飲
食
・
衣
服
・
佳
贋
等
、
人
間
生

活
の
全
般
を
支
配
す
る
も
の
で
あ
り
、
又
支
配
し
な
け
れ
ば
宗
教

と
言
ふ
こ
と
は
出
來
ぬ
。
墨
論
で
は
な
い
、
哲
學
で
は
な
い
、
叉

醤
蝦
で
は
な
い
。
そ
の
何
々
宗
た
る
を
問
は
す
、
自
己
の
誕
生
し

隼
長
し
來
つ
九
民
族
の
中
で
，
そ
の
風
俗
習
慣
を
、
と
に
も
か
く

に
も
護
持
し
な
が
ら
生
活
し
て
居
る
人
は
、
そ
の
國
に
於
け
る
善

良
な
國
民
で
あ
り
、
叉
そ
れ
に
背
け
ば
自
ら
は
不
快
を
抱
く
人
は

　
　
　
　
　
　
第
十
七
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そ
の
民
族
の
環
愛
と
一
致
し
て
、
一
膿
と
な
っ
て
塗
る
と
言
ふ
こ

と
が
出
來
る
。
か
・
る
入
管
を
、
古
代
印
度
の
立
法
者
墜
、
ア
：
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
プ
ト
ラ

ヤ
」
（
習
、
団
ρ
）
と
呼
ん
で
居
る
。
佛
教
の
中
に
て
蓉
男
子
禽
三
ξ
鋸
捗
養
）

謬
篶
誓
量
暑
）
と
葺
は
師
ち
是
で
あ
る
。
農
で
讐
も

現
在
も
或
る
種
の
階
級
を
除
い
た
外
は
、
宗
教
郎
幽
で
あ
り
、
國

は
七
時
に
宗
敏
で
あ
る
、
故
に
拝
火
教
（
零
欝
幽
幽
ω
露
）
の
学
徒
の

「
パ
ー
シ
ー
」
（
H
斜
童
）
族
は
「
ボ
ム
ベ
イ
」
（
切
○
響
び
還
）
を
中
心
と
し

て
英
書
の
統
治
下
に
あ
る
國
土
に
厨
任
し
な
が
ら
、
漁
火
教
を
以

て
自
己
の
國
と
な
し
、
叉
印
度
教
徒
は
印
度
教
（
只
言
含
ぎ
μ
）
を
國

と
し
て
自
己
の
生
活
も
是
と
一
致
し
て
居
る
。
叉
食
物
の
総
に
就

い
て
見
れ
ば
、
印
度
教
徒
は
豚
肉
を
叢
り
牛
肉
を
忌
む
で
牛
を
殺

す
者
は
そ
の
罪
親
殺
し
に
糀
當
る
者
と
観
る
。
こ
の
信
條
は
　
つ

の
鐵
則
で
あ
っ
て
。
是
を
犯
せ
ば
自
己
の
國
を
喪
失
し
た
の
と
同

然
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
、
関
数
徒
は
牛
肉
を
喰
，
費
か
豚
を
不
浮

規
す
る
。
故
に
爾
教
徒
の
衝
突
は
岡
一
の
英
國
人
支
配
の
下
に
居

り
な
が
ら
、
年
中
行
事
の
や
う
に
行
は
れ
、
局
外
第
三
者
か
ら
見

れ
ば
些
細
な
事
に
思
は
れ
て
も
、
そ
の
教
徒
自
勢
と
な
っ
て
見
れ

ば
、
そ
の
所
厨
の
宗
派
、
郎
ち
國
の
侮
辱
さ
れ
た
所
以
で
あ
り
、
．

　
　
　
　
　
　
第
十
七
懇
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三
號
　
　
四
八
○

引
い
て
は
霞
己
の
侮
辱
さ
れ
た
考
が
募
わ
募
っ
て
、
途
に
は
よ
し

武
力
に
訴
へ
て
も
そ
の
早
蕨
を
維
持
し
や
う
と
す
る
考
が
、
履
々

衝
突
を
起
す
の
で
あ
る
。
尤
も
百
萬
の
吹
第
と
言
は
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

　
さ
て
皿
般
に
幽
と
は
懸
字
・
山
川
・
人
民
を
そ
の
構
成
蓼
素
と
な

す
か
、
同
時
に
そ
の
國
に
生
息
す
る
語
族
が
そ
の
環
境
に
相
癒
し

九
風
俗
習
慣
を
持
た
な
け
れ
ば
、
完
全
な
姻
家
と
喬
ふ
こ
と
が
出

來
ぬ
。
こ
の
意
味
に
於
い
て
、
遊
牧
の
民
族
を
指
し
て
支
那
入
が
行

國
と
言
っ
た
の
は
、
理
崩
の
あ
る
こ
と
で
，
叉
世
界
の
早
馬
の
如

く
、
國
階
乗
大
、
富
源
無
限
、
上
に
は
賢
明
な
支
配
者
を
戴
い
て

百
般
の
施
設
如
何
に
も
燦
然
と
し
て
居
る
や
う
で
も
、
扁
定
の
信

仰
風
俗
習
慣
が
な
い
た
め
に
，
髄
脳
更
に
國
が
あ
り
、
即
ち
一
國

は
事
實
上
塗
個
の
國
で
あ
る
。
印
度
が
嘗
て
「
ア
ー
リ
ヤ
」
民
族
の

國
で
あ
っ
た
頃
、
ア
ー
リ
や
風
の
風
俗
饗
慣
が
そ
の
肥
土
に
獲
生

し
、
是
に
依
っ
て
そ
の
民
族
は
嚇
定
の
規
範
に
入
り
、
燧
に
そ
の

中
か
ら
立
法
者
が
毘
現
し
て
、
洪
律
・
言
語
・
文
藥
。
哲
學
。
乃
至
藝

術
が
生
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
言
語
の
最
も
古
い
の
は
「
サ
ン
ス

ク
リ
ッ
ト
し
、
錦
ち
梵
語
で
あ
る
。
そ
の
文
學
の
最
古
の
も
の
は
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「
ヴ
ェ
ダ
」
（
＜
o
曾
”
吠
陀
）
で
あ
る
。
そ
の
立
法
者
は
果
し
て
誰
人

な
る
か
不
明
な
る
も
、
心
胆
に
催
ろ
て
居
る
者
は
、
六
趣
仙
（
労
曾
）

と
名
け
ら
れ
る
牟
瀞
掌
入
の
人
々
を
言
ふ
の
で
、
支
那
に
言
ふ
聖

人
は
こ
れ
で
あ
る
。
哲
學
藝
術
は
其
の
超
源
を
共
に
紳
仙
に
假
托

し
て
居
る
が
、
其
れ
を
作
っ
た
者
は
、
矢
張
「
ア
…
リ
ヤ
」
民
族
の

填
善
美
を
嚢
照
し
た
天
才
の
所
爲
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
そ
の
國
土

環
境
に
順
期
し
た
風
俗
習
慣
乃
至
信
仰
の
曝
露
と
言
は
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。

　
蘇
っ
て
、
我
が
國
の
古
典
は
甚
だ
そ
の
量
に
乏
し
い
。
叉
そ
の

最
古
の
も
の
を
以
て
し
て
も
、
爾
支
那
印
度
に
比
較
し
て
蓬
か
に

後
代
の
作
に
属
す
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
中
に
現

は
れ
た
る
風
俗
留
慣
乃
至
信
仰
と
．
之
に
加
ふ
る
に
張
だ
成
文
と

な
ら
ざ
る
も
の
、
換
号
す
れ
ば
、
文
字
を
以
て
は
現
は
さ
れ
て
居

ぬ
も
の
が
、
今
日
も
依
然
と
し
て
存
在
し
、
現
に
守
ら
れ
て
み
る

風
俗
習
慣
乃
至
信
仰
と
な
っ
て
居
る
。
比
較
民
族
墨
の
見
地
か
ら

・
し
て
，
我
が
閣
は
支
那
は
勿
論
、
印
度
の
古
文
墨
た
る
「
ヴ
ェ
ダ
」

中
に
現
は
れ
來
る
の
と
同
一
の
も
の
が
あ
る
。
古
代
印
度
の
騨
仙

暁
代
に
存
在
し
弛
風
俗
習
慣
が
、
我
が
國
上
代
に
も
在
っ
た
の
を

　
　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
　
（
足
利
V

知
れ
ば
、
今
日
我
が
國
を
紳
國
或
は
紳
代
な
が
ら
の
國
と
言
っ
て

も
決
し
て
故
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　
多
く
の
例
の
中
で
、
我
が
國
に
盆
踊
り
の
風
習
が
あ
る
が
、
是

は
萬
露
供
養
の
祭
を
す
る
所
謂
叢
薗
盆
會
の
式
と
一
般
に
信
ぜ
ら

れ
て
る
る
。
然
し
、
爽
實
は
我
が
國
の
古
俗
歌
垣
が
，
偶
々
印
度

か
ら
東
洋
諸
國
を
経
て
入
っ
て
來
た
死
者
邉
薦
の
風
俗
と
合
日
し

た
も
の
で
、
紫
蘇
の
風
習
は
遙
か
場
前
か
ら
我
が
國
に
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

る
た
の
で
あ
る
♂
霊
繭
盆
會
の
式
は
印
度
家
族
制
度
の
嚴
重
な
時

代
で
は
、
子
孫
特
に
羅
馬
法
に
所
謂
男
系
（
⇔
0
9
膨
”
盆
。
塵
）
の
子
孫
が
・

組
重
の
祭
を
螢
む
響
き
義
務
、
或
は
礎
利
が
あ
る
の
で
、
贋
遡
、
サ

ピ
ン
ダ
L
（
ω
Q
同
）
言
9
）
の
者
で
な
け
れ
ば
そ
の
資
格
が
な
い
。
若
し

こ
の
祭
を
怠
っ
た
時
に
は
、
軸
先
は
倒
懸
地
獄
に
璽
ち
て
倒
ま
に

懸
っ
て
苦
し
む
、
こ
の
恐
楠
軽
挙
か
ら
救
ふ
爲
め
に
そ
の
子
孫
特

に
「
サ
ピ
ン
ダ
し
が
、
租
先
の
生
前
と
同
然
に
「
ピ
ン
ダ
」
（
冨
9
握

倣
）
を
験
に
擦
け
る
風
習
で
、
是
は
家
族
翻
案
の
維
持
上
最
も
必

要
な
事
で
あ
る
。
相
母
法
の
思
想
も
是
か
ら
生
す
る
も
の
で
、
羅

馬
難
中
か
・
る
思
想
の
下
に
類
似
の
慧
産
相
績
法
の
制
定
を
見
た

の
は
注
意
す
可
き
こ
と
で
あ
る
。
孟
爾
盆
會
は
家
族
捌
度
の
根
本

　
　
　
　
　
　
策
十
七
巷
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思
想
を
一
切
生
物
の
魂
に
及
し
た
も
の
で
あ
る
ハ
．
佛
歎
の
申
で
、

配
点
（
凝
血
蓮
）
愈
空
母
を
救
っ
た
こ
と
に
か
り
て
、
佛
教
中
に
そ

・
の
話
を
搬
課
し
て
み
る
が
、
こ
の
話
は
戯
曲
・
物
語
に
作
ら
れ
、
北

は
西
藏
・
中
央
亜
細
亜
、
南
は
錫
蘭
・
緬
旬
・
肝
要
，
或
は
支
那
に
迄

流
布
し
て
み
る
。
現
に
我
が
大
凶
に
は
東
雲
塞
添
字
で
書
い
た
古

傷
本
が
あ
る
が
そ
の
中
に
こ
の
話
も
載
っ
て
み
る
。
叉
萩
行
は
る

・
歌
壇
の
風
習
は
、
連
舞
の
國
朋
黒
山
等
そ
の
他
各
地
に
そ
れ
を

催
す
山
が
あ
っ
て
若
い
男
女
が
相
集
っ
て
配
偶
考
を
求
め
た
の
で

あ
る
。
時
は
正
に
農
事
が
閑
散
で
、
こ
の
種
の
會
合
を
催
す
に
は

好
適
時
と
言
へ
や
う
。
瀦
黒
の
鳴
管
は
正
に
未
婚
の
女
子
が
、
配

偶
春
の
定
つ
た
こ
と
か
ら
癒
を
染
め
た
の
で
あ
ら
う
。
又
歌
垣
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

の
名
が
各
地
に
あ
っ
て
、
和
歌
を
讃
み
合
ひ
、
勇
女
自
ら
己
れ
の

意
志
を
相
手
に
通
じ
た
極
め
て
高
倫
且
つ
優
雅
な
催
し
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ハ
ツ
セ
　
ワ
カ
サ
サ
ギ

こ
と
は
、
日
本
書
紀
巻
＋
六
、
小
泊
瀬
稚
駕
鵬
天
皇
の
歌
場
の
衆

中
に
立
ち
給
へ
る
條
を
見
て
も
解
る
。

　
こ
蕊
に
注
意
す
可
き
は
、
か
ふ
る
祭
禮
が
憩
魔
中
心
と
し
て
行

は
れ
、
且
つ
，
轡
閥
よ
り
も
夜
閥
に
行
は
れ
た
事
は
，
是
亦
古
代
印

度
の
風
俗
と
相
似
た
所
で
あ
る
。
衆
知
の
如
く
、
印
度
の
「
、
ア
…

　
　
　
　
　
　
　
第
十
七
奮
　
第
三
號
　
　
四
入
ニ

サ
ヤ
」
族
は
そ
の
原
佐
地
は
翠
明
で
あ
る
が
、
北
方
か
ら
電
縫
し

た
も
の
た
る
こ
と
は
云
ふ
無
地
が
な
い
。
而
し
て
書
誌
よ
り
墨
夜

闘
を
以
て
公
の
會
合
に
適
し
た
も
の
と
し
て
奪
重
し
九
こ
と
は
北

方
民
族
の
通
有
性
で
あ
る
。
｝
、
グ
ル
マ
ニ
ア
L
民
族
の
生
活
を
、
史

家
、
、
タ
キ
ツ
ス
」
（
6
謙
C
誉
綴
）
は
～
、
夜
・
を
以
て
日
面
数
へ
る
」
縢
．
窯
O
O

島
禽
霞
冒
ご
崔
ヨ
2
§
日
》
三
國
さ
乙
・
も
巴
⇔
o
＆
霞
目
0
9
並
）
稟
窩
け
．
ご
一
O
o
7

暴
許
］
と
言
っ
て
み
る
が
、
職
翻
①
準
備
、
將
帥
の
推
薦
の
時

は
好
ん
で
華
燭
會
合
し
て
之
を
行
っ
て
み
る
。
夜
を
以
て
日
を
撒

へ
る
こ
の
名
残
は
．
．
ζ
9
お
簿
．
．
と
言
っ
て
、
．
．
δ
翼
8
⇒
紆
）
ω
．
．

を
意
味
す
る
や
う
に
、
是
は
古
い
表
現
法
で
あ
る
。
印
度
に
於
い
、

て
も
夜
口
台
頭
扇
鼠
］
は
同
時
に
日
を
撒
へ
る
、
「
ヴ
ェ
ダ
」
で
は
最

も
繋
り
で
あ
る
。
灘
っ
て
我
が
國
の
古
事
記
申
、
素
聖
母
奪
が
姉

君
に
在
す
大
日
嚢
貴
、
郎
ち
、
天
雄
大
紳
に
二
っ
て
無
禮
を
爲
し

給
ふ
た
時
、
八
十
萬
の
紳
々
が
天
安
河
．
邊
に
會
倉
せ
ら
れ
て
懲
罰

の
計
を
議
し
給
へ
る
の
は
、
恰
も
大
紳
の
天
石
窟
に
入
り
ま
し
て

疇
黒
の
時
に
懸
り
居
る
の
は
、
注
意
す
著
き
事
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
叉
、
伊
弊
諾
愈
が
、
妻
子
迦
具
土
憩
の
首
を
、
＋
塞
の
劒
を
も

て
斬
り
給
ふ
た
時
、
そ
の
劒
に
着
い
て
居
た
血
液
が
、
種
々
の
聯

（ltVi　8）



々
に
憂
化
し
て
み
る
。
野
卑
具
土
塗
の
頭
・
胸
・
腹
・
陰
・
弓
手
・
左

手
の
勢
艦
の
各
部
が
、
種
々
の
山
妻
は
山
群
と
な
っ
て
み
る
。
是

は
「
リ
グ
グ
ェ
ダ
」
（
切
嘆
．
。
魯
）
の
＋
巻
の
勺
霞
早
掘
あ
鐸
㌶
中
、
「
プ
ル

シ
ャ
」
の
身
膿
が
種
々
の
物
と
な
る
そ
の
思
考
の
型
と
非
常
に
類

似
し
て
屠
る
。
恐
ら
く
我
が
國
も
以
前
は
、
上
世
印
度
と
同
じ
く

祭
（
団
a
鍔
）
が
種
々
の
も
の
を
生
み
出
す
カ
が
あ
る
と
言
ふ
信
仰

の
存
在
し
た
時
代
が
あ
っ
た
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
「
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
」

中
、
津
露
蟹
あ
已
奮
の
詩
は
、
人
の
知
る
妬
く
、
四
姓
（
く
2
，
σ
”
）

の
成
立
の
趨
源
を
叢
話
的
に
説
い
た
詩
で
、
婆
羅
門
は
頭
か
ら
、

鋼
帝
利
は
腕
か
ら
、
吠
奢
は
腰
か
ら
、
首
陀
は
足
か
ら
生
じ
た
と

言
ふ
詩
で
あ
る
が
、
是
が
「
，
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
」
中
、
比
較
的
新
し
い
も
の

に
厩
す
る
と
の
定
説
が
あ
る
に
し
て
も
、
犠
牲
の
各
部
分
か
ら
種

々
の
も
の
が
生
す
る
と
雷
ふ
こ
の
考
は
、
今
程
古
い
も
の
乏
雷
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唯
我
が
國
の
み
な
ら
す
、
「
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ

ァ
」
の
「
エ
ダ
」
（
目
舞
）
文
學
中
に
も
是
が
あ
る
。

　
錘
重
に
、
伊
堺
前
回
。
か
秘
舞
滞
愈
を
黄
泉
に
訪
ね
給
．
勘
て
、
今

泄
に
鱗
る
や
う
に
鋤
告
さ
れ
た
時
、
撰
堺
冊
奪
は
「
妾
は
已
に
黄

　
　
　
　
　

泉
の
物
を
食
ひ
し
故
に
簸
る
こ
と
を
得
す
、
明
日
黄
泉
憩
と
相
談

　
　
　
　
我
図
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
（
足
利
）

さ
る
醒
し
。
さ
れ
ど
妾
を
見
る
可
か
ら
す
。
」
と
の
意
を
宣
ひ
給
ふ

た
。
栖
弊
諾
奪
は
恐
縮
を
抱
い
て
逃
げ
給
ひ
、
樫
弊
冊
愈
は
自
己

を
辱
め
た
者
と
し
て
後
を
邉
ひ
給
ふ
た
話
が
あ
る
。
是
は
恰
も
希

臓
紳
話
中
、
9
喜
。
房
が
そ
の
妻
図
毎
盛
o
o
を
慕
っ
て
出
9
・
α
①
。
。

の
國
に
行
っ
た
話
と
よ
く
似
て
み
る
が
、
元
來
こ
の
死
者
の
魂
は

頗
る
恐
し
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
死
者
の
魂
に
取
愚
か
れ
る
と
、
こ

の
世
に
於
い
て
さ
へ
調
を
受
け
る
と
言
ふ
考
は
、
何
れ
の
古
代
民

族
で
も
共
通
な
思
想
で
あ
る
。
古
代
印
度
で
は
死
者
の
親
戚
は
、

葬
式
を
熱
し
て
か
ら
、
そ
の
死
者
の
魂
の
上
昇
し
繁
る
の
を
恐
れ
、

て
、
そ
の
埋
葬
の
地
に
濠
を
設
け
て
、
そ
の
蹄
來
す
る
の
を
防
ぎ

自
分
蓬
は
後
を
振
返
る
こ
と
な
く
、
直
ち
に
附
近
の
河
に
行
っ
て

祓
の
式
を
行
ひ
、
或
ひ
は
、
紳
聖
な
話
や
幌
丈
で
脅
艦
を
清
浮
に

す
る
こ
と
に
な
っ
て
居
る
が
、
精
神
は
全
く
相
岡
じ
い
も
の
が
あ

る
。
今
日
我
が
國
に
於
い
て
、
死
者
の
親
戚
は
喪
に
服
す
る
習
で

あ
る
が
、
元
來
、
喪
と
は
悲
し
み
の
意
味
で
は
な
く
、
實
は
磯
か

ら
翫
て
，
磯
を
受
け
て
居
る
が
敬
に
、
他
に
寵
し
て
謹
治
す
る
を

雲
ふ
の
で
あ
る
。
祭
政
一
致
の
時
代
で
は
、
瀞
に
仕
へ
る
者
は
、

溝
浄
な
身
の
者
だ
か
ら
、
暗
然
死
者
の
縁
に
近
い
者
は
瀞
事
を
行

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
策
三
鵜
　
　
四
八
三

（159）



　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
（
足
利
）

ふ
こ
と
を
禁
ぜ
ら
れ
た
の
は
需
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
の
精
騨
は
印

度
の
古
代
で
は
特
に
顯
著
で
あ
る
。
．

　
次
に
、
近
親
者
又
は
其
の
人
に
親
し
い
人
が
殉
死
す
る
風
は
、

我
が
國
の
記
録
で
は
、
命
題
天
皇
の
卿
宇
、
野
見
宿
彌
の
献
言
を
以

て
之
を
慶
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
み
る
。
然
し
、
事
籔
上
、

元
竈
天
正
の
戦
圃
時
代
に
到
っ
て
も
、
殉
死
の
風
が
書
し
も
慶
滅

し
た
課
で
は
な
い
。
印
度
で
は
「
サ
テ
ィ
」
（
。
Q
蝕
i
貞
女
）
の
風
習

が
あ
っ
て
、
英
國
政
府
が
之
を
禁
止
し
て
居
る
に
も
拘
ら
す
、
往

々
行
は
れ
る
。
「
サ
テ
ィ
」
と
は
、
夫
が
死
ん
だ
時
、
妻
が
夫
の
屍

醗
を
焼
く
そ
の
火
の
中
に
入
っ
て
、
追
掛
す
る
を
講
ひ
、
叉
こ
れ

は
其
の
家
の
審
と
な
る
所
以
で
あ
る
。
こ
の
殉
死
の
風
は
、
北
面

の
乞
9
胃
諺
影
に
於
い
て
、
填
詞
が
死
ん
だ
時
、
そ
の
入
の
持
物

は
残
ら
ず
、
叉
毘
が
死
ん
だ
そ
の
塚
の
あ
る
こ
と
は
、
考
吉
墨
者

の
よ
く
知
る
所
で
あ
．
る
。
泰
西
の
學
者
は
、
一
、
サ
テ
ィ
」
の
風
習
は

「
ヴ
ェ
ダ
」
の
文
學
に
根
豫
を
荒
せ
す
と
言
ひ
、
印
度
墨
者
は
有
す

と
言
ふ
て
居
る
が
、
文
献
上
の
根
嫁
の
有
無
は
吾
叢
の
聞
ふ
所
で

な
い
。
現
に
「
サ
テ
ィ
」
の
風
俗
は
印
度
に
存
し
、
又
、
古
代
よ

り
機
蔵
し
て
來
た
も
の
で
、
「
ス
刀
ン
ヂ
ナ
ヴ
ィ
ア
」
其
の
他
に
あ

　
　
　
　
　
　
第
牽
セ
巷
　
第
三
號
　
　
鰯
入
閣

つ
池
の
を
見
れ
ば
、
隠
、
度
で
も
あ
り
得
る
こ
と
で
、
當
時
の
趾
會

組
織
、
叉
は
家
族
劔
度
と
密
接
の
關
係
の
あ
っ
た
こ
と
二
軍
ふ
。

我
が
國
で
は
、
事
膿
漏
、
頗
お
後
世
に
残
っ
て
み
る
の
を
見
て
も

解
る
◎
冠
婚
擁
祭
に
就
い
て
は
そ
の
民
族
は
圃
土
に
よ
っ
て
相
異

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
精
聯
に
於
い
て
は
何
ら
相
違
が
な
い
か
ら
、

材
料
及
び
環
境
の
枳
局
じ
か
ら
ざ
る
爲
め
、
嚢
現
の
方
法
に
は
自

ら
特
殊
な
る
轍
は
あ
る
が
、
又
甚
だ
近
慨
し
て
み
る
黙
も
あ
る
。

　
女
子
が
結
婚
し
て
妊
娠
し
た
も
の
を
見
倣
し
て
不
浮
と
し
、
同

時
に
誤
認
が
繁
し
て
胎
児
が
流
康
す
る
恐
れ
の
無
い
爲
に
、
妊
娠

か
ら
出
産
に
到
る
迄
、
種
々
の
式
を
行
ふ
こ
と
が
あ
る
。
是
は
儀

禮
で
な
く
て
宗
教
上
の
行
爲
に
属
し
、
こ
れ
を
怠
る
時
は
そ
の
餐

を
受
け
る
と
言
ふ
思
想
は
、
是
古
代
印
度
と
我
が
國
と
に
共
通
す

る
慮
で
あ
る
。
累
習
2
響
録
ぎ
中
に
、
雄
嫌
隔
離
の
爲
め
に
更
に

往
居
を
新
造
し
、
其
虚
に
住
ま
し
め
て
清
浄
な
婆
羅
門
が
妊
婦
の

膜
の
式
を
行
ふ
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。
こ
の
風
習
は
今
日
禽
ほ
我

が
國
の
書
落
で
も
存
し
て
居
る
が
、
現
に
古
事
記
中
、
彦
波
激
武

鶴
鵬
草
葺
不
合
奪
の
話
の
如
き
は
古
代
風
俗
の
明
か
な
…
凍
露
と
言

ふ
こ
と
が
出
触
る
。
婦
女
子
は
そ
れ
自
膿
既
に
不
浮
で
あ
る
。
宗

（　leo　）



無
上
不
浮
で
あ
る
、
從
っ
て
政
治
上
無
能
で
あ
る
と
言
ふ
思
想
は

祭
政
一
致
の
思
想
あ
る
國
で
は
當
然
の
錨
結
で
あ
る
。
叉
そ
れ
に

附
随
し
た
婦
女
子
の
不
、
浮
を
清
め
る
式
は
、
時
に
は
簡
素
で
あ
り

或
は
複
雑
な
こ
と
が
あ
る
。
鶴
へ
ば
、
月
経
の
時
に
は
決
し
て
憩

前
に
趣
か
な
い
こ
と
、
叉
巳
む
を
得
な
い
場
合
に
は
、
一
定
の
憩

聖
な
揚
所
を
通
過
す
る
こ
と
に
依
っ
て
清
め
ら
れ
る
風
習
は
、
我

が
國
も
古
代
印
度
も
同
一
で
あ
る
。
我
が
國
に
於
い
て
は
婦
女
子

に
限
ら
す
、
或
る
危
瞼
を
伸
、
心
山
猟
・
海
漁
乃
至
航
海
の
如
き
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
リ
ク
ラ

を
行
ふ
に
當
っ
て
，
山
の
入
口
叉
は
海
岸
で
、
山
な
れ
ば
狩
坐
で

祭
を
臨
み
身
を
清
め
て
由
紳
に
細
り
、
海
岸
な
れ
ば
避
近
い
神
鏡

の
柱
に
開
い
て
み
る
穴
を
通
過
し
て
自
ら
清
浄
と
な
っ
た
と
書
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
ホ
グ

信
仰
が
あ
る
。
山
鴬
に
認
る
こ
と
に
就
い
て
は
我
が
圃
の
「
、
峠
」
と

言
ふ
語
は
「
尤
む
け
」
の
義
で
．
山
の
入
口
に
手
向
由
の
あ
る
の
を

略
し
て
峠
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
小
倉
百
人
一
首
中
，
管
公
の
和
歌

も
是
の
意
味
で
あ
な
。
印
度
で
は
磁
に
入
る
時
、
航
海
を
な
す
際
、

職
爾
を
な
す
折
の
如
き
危
瞼
あ
る
揚
戸
に
は
、
必
ず
身
を
漕
浮
に

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
婆
羅
門
を
し
て
新
、
属
せ
し
む
る
の
で

あ
る
。
又
婦
人
は
元
來
不
浄
な
者
だ
か
ら
、
能
ふ
限
り
危
瞼
な
こ

　
　
　
　
我
醐
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
（
足
利
）

と
に
立
入
る
こ
と
を
避
く
可
き
で
あ
る
。
印
度
大
叙
事
詩
、
「
マ
ハ

ー
ブ
ハ
ー
ラ
タ
」
（
零
p
・
茜
導
鍵
暮
p
）
の
挿
話
中
、
最
も
初
學
の
人
に

護
ま
る
、
「
ナ
ラ
」
物
語
と
…
葺
ふ
の
。
か
あ
る
。
此
の
中
に
於
い
て
除

商
が
出
嚇
す
る
前
に
そ
の
保
護
紳
マ
三
フ
ハ
ド
ラ
摩
尼
蹴
陀
（
叉

は
摩
尼
蹟
捺
羅
）
・
（
ツ
曲
鋤
ン
一
び
一
μ
P
（
一
門
P
）
に
所
卜
す
る
こ
と
が
あ
．
る
。
「
、
マ

ニ
ブ
ハ
ー
3
う
し
は
謬
言
の
金
剛
界
蔓
陀
羅
中
に
そ
の
名
あ
り
、
叉
金

光
明
経
中
に
も
あ
る
が
、
名
よ
り
見
れ
ば
珠
の
妙
な
る
聯
の
意
で

あ
る
。
一
叉
「
ナ
ラ
」
目
土
の
マ
妃
「
ダ
マ
ヤ
ン
チ
ー
」
（
U
⇔
巳
3
、
弓
崎
）
“
か
そ

の
夫
を
尋
ね
ん
と
て
隊
簡
中
に
加
は
つ
て
居
た
時
、
直
る
夜
．
そ

の
除
商
が
象
群
に
襲
は
れ
た
の
を
、
稼
長
は
こ
の
調
は
女
子
が
隊

中
に
在
る
か
ら
だ
と
断
じ
て
，
妃
に
危
害
を
加
へ
ん
と
し
た
話
が

あ
る
。
歴
史
的
事
擬
を
指
せ
ば
、
西
謄
五
指
紀
の
初
頭
頃
、
か
の
法

顯
三
蹟
が
、
獅
子
島
（
O
Φ
毘
8
）
か
ら
南
海
を
経
て
支
那
へ
蹄
る
路

次
に
於
い
て
大
暴
風
に
襲
は
れ
＃
時
、
舟
中
の
人
々
は
、
こ
の
鯛

は
沙
門
の
如
き
者
が
岡
配
し
て
み
る
か
ら
だ
と
雷
っ
て
、
危
く
彼

を
殺
さ
う
と
し
た
こ
と
が
載
っ
て
み
る
凸
波
羅
門
の
眠
か
ら
見
れ

ば
宗
教
を
異
に
し
て
み
る
故
に
沙
門
は
不
浮
な
も
の
で
あ
る
わ
け

で
あ
る
。
　
（
法
顯
傳
。
一
壷
婆
羅
門
議
言
。
坐
業
此
沙
門
。
硬
我

　
唾
　
　
　
　
　
・
第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
歳
入
五

’（　16］　，）



　
　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
印
度
宵
典
（
足
刺
）

不
利
遭
此
貧
苦
。
當
下
比
尼
置
海
島
魅
。
不
可
爲
一
入
令
我
等
等

身
。
畑
島
搬
越
雷
。
汝
若
下
此
比
丘
亦
下
記
。
不
辮
便
欝
殺
我
つ

如
其
下
潮
沙
門
。
吾
到
頭
地
総
元
國
王
書
汝
磁
轟
。
塵
地
王
亦
敬
信

佛
法
重
比
丘
櫓
。
諸
二
軍
聴
路
不
敢
。
）
又
三
幽
翠
代
に
日
本
か
ら

支
那
へ
渡
る
隠
に
は
、
必
ず
清
浄
の
人
が
舟
に
乗
り
、
安
着
の
折

に
は
同
船
の
人
々
は
彼
に
そ
の
報
酬
を
與
へ
た
。
（
魏
志
倭
人
徳
。

1
其
劇
毒
渡
海
詣
中
津
。
恒
使
一
入
不
製
造
不
玄
磯
馴
衣
服
三
韓

不
食
肉
不
近
婦
人
。
如
喪
人
名
之
身
持
嚢
。
若
行
者
吉
善
共
顧
其

生
口
財
物
。
若
有
疾
病
遭
暴
害
便
歓
殺
之
。
謂
其
持
嚢
不
謹
。
）
文

中
、
生
ロ
と
は
奴
隷
の
意
で
あ
る
。
倭
建
仁
の
后
、
弟
橘
比
頁
の

御
入
水
の
話
も
或
は
亦
か
・
る
見
地
か
ら
観
る
こ
と
も
出
來
や
う

へ
　
　
　
　
　
し
　
へ
む

カ
と
思
講

　
榊
聖
観
念
の
彊
烈
な
こ
と
は
、
古
代
印
度
我
が
國
共
に
同
一
で

あ
っ
て
、
婆
羅
門
は
今
世
に
於
け
る
紳
な
り
と
需
ふ
考
は
法
典
中

に
現
は
れ
て
る
る
。
婆
羅
門
は
王
者
を
作
り
叉
助
け
る
も
の
で

清
貴
の
家
か
ら
幽
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
結
婚
の
式
そ

の
他
築
城
建
都
の
際
｝
は
、
嫌
脳
牲
．
叉
は
供
物
ψ
恕
騨
に
供
へ
る
。
温
櫨
牲

と
は
紳
と
人
と
の
媒
介
を
な
す
爲
め
に
死
ぬ
者
で
自
己
自
ら
憩
に

　
　
　
　
　
　
第
ナ
七
巻
　
第
三
號
　
　
四
入
六

近
づ
く
資
絡
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
B
世
に
犠
牲
々
々
と
言
っ

て
自
ら
撮
し
て
他
を
論
ず
る
こ
と
・
心
界
に
用
ひ
ら
れ
る
が
甚
だ

片
腹
癌
き
申
分
で
あ
る
．
。
犠
牲
叉
は
獣
心
の
思
憲
は
弼
れ
の
國
で

も
同
じ
事
だ
か
ら
宗
教
上
清
浄
な
こ
と
を
要
す
る
。
そ
の
入
叉
は

動
物
或
は
菰
物
た
る
を
問
は
す
、
騨
に
供
へ
ら
る
為
も
の
は
凡
て

　
　
　
ゆ
　
へ
　
ゆ

騨
還
魂
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
本
綴
神
聖
化
せ
ら
れ

た
も
の
は
瀞
で
あ
る
、
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
は
稗
で
な
い
、
故
に
憩

と
そ
の
性
を
異
に
す
る
羅
で
あ
る
。
左
嬉
に
瀞
立
腰
弗
類
と
は
こ

の
意
味
に
解
す
嫁
き
も
の
で
あ
る
と
信
ず
る
。
故
に
祭
事
に
は
是

を
行
ふ
爲
め
に
清
貴
な
特
殊
階
級
を
必
要
と
す
る
に
到
る
。
是
實

に
古
代
杜
會
に
於
い
て
紳
架
階
級
存
雀
の
理
由
で
あ
っ
て
、
從
っ

て
祉
會
か
ら
．
奪
敬
を
受
け
る
所
以
で
も
あ
る
。
印
度
で
は
王
者
は

波
畜
維
門
四
に
胴
封
土
を
足
留
へ
る
。
之
を
》
喰
厳
罰
舜
と
｝
胃
ふ
。
俸
藤
を

撮
ハ
へ
一
⇔
、
　
｝
｝
れ
・
ぜ
叉
〉
σ
q
籟
ゴ
側
『
ρ
　
・
と
曇
】
獄
含
幽
。
　
鵬
ア
グ
ラ
ハ
ー
う
し
・
と

は
字
義
か
ら
雷
へ
ば
「
最
初
に
と
る
も
の
」
と
言
ふ
義
で
あ
る
が
、

太
だ
羅
旬
語
の
同
嵐
9
ε
ω
に
但
た
所
が
あ
る
。
「
、
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
」

は
最
初
に
と
る
も
の
、
義
で
あ
っ
て
、
戦
勝
の
際
、
分
捕
品
又
は

俘
虜
の
中
で
蒋
．
師
が
最
初
に
肉
置
の
欲
す
う
も
の
を
と
る
資
絡
あ

（1醇2）



る
人
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
や
が
て
王
者
3
7
人
は
將
師
の
義
と
な
っ

た
次
第
で
「
ホ
メ
p
ス
」
が
「
イ
リ
ヤ
ッ
ド
」
の
最
初
に
歌
っ
て
居
る

「
ペ
ロ
イ
ス
」
の
子
の
怒
は
、
己
が
「
．
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
」
た
る
「
，
ア
ガ
メ

ム
ノ
～
ン
」
に
己
が
愛
す
る
美
人
を
と
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と

は
人
の
知
る
所
で
あ
る
。
是
は
古
代
希
求
の
話
で
あ
る
が
、
「
ア
グ

ラ
バ
…
ラ
」
は
最
初
に
婆
羅
門
に
適
す
る
土
地
又
は
穀
物
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
　
レ
ミ
ス

て
、
日
本
で
言
へ
ば
紳
髄
、
に
佛
閣
に
憾
年
秋
に
献
納
す
る
御
初
穗

犀
ひ
鼠
8
叉
は
職
勝
者
よ
り
霧
進
ず
る
紳
領
脚
は
寺
領
の
如
き
も

の
で
あ
る
。
紳
佛
の
加
護
に
よ
り
、
陰
陽
交
泰
，
國
土
安
寧
、
五

穀
成
熟
、
所
願
成
就
し
た
報
謝
の
意
味
で
、
紳
佛
叉
は
紳
佛
に
奉

仕
す
る
憩
聚
階
級
に
封
も
、
獣
嘱
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
渠
、
我
が
國
の
上
代
と
印
度
の
上
代
乃
至
羅
馬
の
古
代
で
も
象

と
雷
ふ
観
念
は
近
代
と
大
い
に
趣
を
異
に
し
て
居
る
。
上
は
そ
の

始
め
を
知
ら
な
い
紳
か
ら
、
以
下
蓮
綿
た
る
子
孫
に
至
る
迄
一
貫

嚇
括
し
て
家
ξ
言
ふ
の
で
あ
る
。
弼
し
て
家
の
象
徴
は
火
で
あ
る
。

こ
の
火
は
】
家
の
長
螂
ち
佛
教
で
謂
ふ
長
者
（
σ
q
嘗
鋤
四
）
葛
）
が
絶
え

ず
祭
る
も
の
で
、
こ
の
火
で
象
徴
さ
れ
た
組
先
の
鱒
が
そ
の
家
を

保
護
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
如
何
な
る
家
で
も
そ
の
家
に
編
す
る

　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
婚
前
古
典
　
（
足
利
）

一
定
限
の
個
溺
的
の
火
が
あ
っ
て
、
家
の
長
者
が
是
を
祭
る
か
ら

家
を
異
に
す
れ
ば
自
ら
火
の
均
質
も
蓮
ふ
わ
け
で
あ
る
。
・
婚
儀
の

際
、
印
度
で
は
新
郎
は
新
婦
の
手
を
執
っ
て
そ
の
家
の
火
を
廻
り

（
完
言
還
磐
欝
）
、
叉
、
我
が
國
で
は
嫁
は
夫
の
家
の
火
を
跨
ぐ
習

慣
が
あ
る
が
尤
な
こ
と
で
あ
る
。
（
北
史
倭
國
憾
一
婦
入
夫
家
必
先

心
火
乃
與
夫
絹
見
。
）
蘇
我
が
國
古
代
の
風
鐸
で
は
必
ず
一
定
の
宗

教
的
に
溝
浮
な
方
式
に
依
ら
な
け
れ
ば
火
は
清
浄
で
な
い
と
す

る
、
故
に
他
家
か
ら
火
を
勲
位
に
貰
ひ
撚
る
こ
と
は
古
か
ら
息
む

所
で
あ
る
。
現
に
出
雲
大
宰
の
祭
事
に
は
木
を
擦
っ
て
火
を
嚢
す

る
。
印
度
で
は
増
9
鴬
を
揉
ん
で
出
し
た
火
は
紳
黎
な
火
で
、
こ

れ
に
附
帯
し
た
極
め
て
混
入
つ
た
儀
式
は
印
度
乃
至
波
斯
文
學
に

さ
へ
見
え
て
居
る
。
こ
の
黙
は
我
が
國
も
印
度
も
樹
事
で
あ
る
。

　
天
の
磐
戸
を
開
い
て
天
の
手
力
男
の
瀞
が
天
照
大
典
の
御
手
を

執
っ
て
磐
戸
か
ら
引
擁
し
奉
り
、
布
掘
玉
の
瀞
が
識
藩
を
界

し
て
後
に
繍
り
給
は
ぬ
や
う
に
言
っ
て
居
る
。
是
は
臼
p
巨
の
設

　
　
　
　
　
　
　
シ
メ
ナ
一

定
で
あ
り
今
β
の
標
縄
で
あ
る
。
乃
ち
｝
定
の
画
報
な
場
所
を
設

定
し
て
そ
の
以
内
に
入
る
こ
と
が
畠
落
す
、
入
っ
た
ら
所
罰
を
受

く
る
義
で
あ
る
。
こ
の
考
は
印
度
上
代
に
獲
書
し
九
「
ブ
ラ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
第
三
號
　
　
四
入
明

（　163　）



　
　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
印
度
宵
典
　
（
足
利
）

　
マ
ナ
L
文
學
（
切
幽
｝
影
響
寅
）
に
饗
曲
路
し
て
み
る
紳
聖
概
念
、
儀

式
，
冨
お
凶
。
と
そ
の
精
騨
に
於
い
て
共
麺
な
所
が
あ
る
。

　
欽
明
天
皇
の
御
宇
士
二
年
に
、
百
濟
の
聖
明
王
が
佛
像
を
獣
じ

之
を
奉
ず
難
き
や
否
や
を
群
臣
に
醐
ひ
給
ふ
た
時
、
物
部
大
蓮
尾

輿
、
中
隈
蓮
鎌
子
等
の
反
落
し
た
理
由
、
錦
ち
我
が
國
は
百
八
十
瀞

の
支
配
し
給
ふ
國
で
佛
は
蕃
紳
で
あ
る
、
改
め
て
こ
の
蕃
神
を
拝

す
れ
ば
恐
く
は
百
八
十
轟
の
怒
を
致
し
て
蘭
を
な
す
だ
ら
う
と
言

っ
て
居
る
。
こ
の
意
見
は
古
代
民
族
の
信
仰
を
最
も
牽
直
に
養
聾

し
た
も
の
で
、
我
が
國
に
限
ら
す
、
希
臓
羅
馬
の
古
代
に
於
い
て

も
，
矢
張
肥
土
の
守
護
神
が
あ
っ
て
、
守
護
紳
の
保
護
に
よ
っ
て

國
土
が
安
泰
で
あ
り
得
る
の
で
あ
．
る
。
自
己
の
属
し
て
み
る
國
の

轟
は
自
分
達
を
保
護
す
る
が
、
他
國
の
紳
は
他
の
畏
族
を
保
護
し

て
み
る
。
自
分
の
民
族
の
守
護
瀞
を
否
定
し
て
み
な
い
と
醐
臨
に

地
民
族
の
瀞
を
認
め
て
居
る
。
こ
の
思
想
は
畏
族
の
戦
域
中
に
も

見
る
こ
と
が
出
來
る
。
古
代
圃
家
に
於
い
て
は
何
れ
の
民
族
で
も

戦
勲
は
維
編
上
或
ひ
は
政
治
上
の
理
由
か
ら
超
つ
た
に
し
て
も
、

．
職
畢
の
行
事
そ
れ
自
署
は
諦
の
業
で
あ
る
。
民
族
同
士
の
戦
の
外

・
記
そ
の
民
族
の
守
護
碑
も
添
加
す
る
と
雷
．
幽
考
へ
は
、
到
る
二
塁

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
続
　
　
四
入
入

代
丈
響
町
に
現
は
れ
て
鷹
る
．
門
，
＊
メ
ロ
ス
」
の
歌
ふ
た
「
ト
ロ
イ
」

職
事
中
、
そ
の
「
ト
ロ
4
」
入
希
繊
人
の
外
に
夫
々
の
紳
が
蓼
回
し

、
て
居
る
が
、
痩
病
難
鐵
等
は
選
挙
は
悪
魔
の
所
行
で
あ
る
と
言
ふ

考
、
こ
れ
が
鷹
史
時
代
、
印
度
は
勿
論
、
希
臓
羅
馬
の
歴
簗
で
も
吉

代
の
部
分
に
融
々
現
は
れ
て
る
る
こ
と
は
今
夏
言
ふ
ま
で
も
な

い
。
欽
明
天
皇
の
御
宇
の
時
疫
病
が
流
行
し
旗
の
を
、
是
蟹
紳
た
る

佛
像
を
愉
し
た
の
に
基
く
も
の
な
り
と
し
、
難
波
の
堀
江
に
投
じ

て
些
々
の
怒
を
辱
め
た
と
言
．
諭
信
仰
は
、
當
階
日
本
馬
民
の
性
情

を
強
憾
な
く
獲
聡
し
た
も
の
と
思
ふ
Q
是
は
羅
馬
が
「
、
ゴ
ー
ル
」
入

の
爲
め
に
破
ら
れ
回
し
め
ら
れ
た
酵
、
「
ヴ
ェ
ス
タ
」
の
火
に
仕
へ

る
巫
女
が
虚
女
性
を
失
っ
て
居
た
と
言
・
下
鮎
で
生
埋
に
し
た
事
歴

と
を
比
較
し
て
見
れ
ば
，
如
何
に
曲
舞
㈱
…
念
の
強
烈
だ
つ
た
か
を

早
る
こ
と
が
娼
写
る
。
印
度
文
畢
の
古
代
で
も
岡
襟
の
思
想
が
縫

所
に
現
は
れ
て
居
る
。
「
ナ
ラ
」
物
語
中
で
も
襖
を
台
心
つ
た
が
爲
め

に
　
、
ナ
ラ
L
王
が
國
を
賭
し
て
事
ふ
賭
事
に
，
凶
瀞
に
魅
入
ら
れ
て

負
け
た
話
な
ど
を
見
る
と
，
紳
に
曝
す
る
非
瀧
叉
は
櫛
に
仕
へ
る

手
手
の
峡
賂
か
ら
、
戦
に
破
れ
疾
患
に
罹
る
と
言
ふ
考
は
大
衆
の

道
徳
を
維
持
し
思
事
の
秩
序
を
保
障
す
る
上
に
こ
の
種
の
信
仰
怠

（　IC．1　）



必
要
で
あ
る
α

　
古
代
印
度
で
は
、
、
裁
綱
の
醇
に
象
く
愚
彰
（
渠
は
震
9
ヨ
9
p
）
（
邸

ち
○
乙
㊦
巴
）
を
用
ふ
。
我
が
國
で
は
慮
聯
天
皇
の
御
代
九
4
3
、
竹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ガ
タ
チ

内
宿
禰
が
弟
甘
美
内
宿
禰
と
箏
を
生
じ
た
階
、
探
湯
の
式
を
以
て

曲
直
を
決
し
て
み
る
。
叉
允
恭
天
皇
の
御
宇
四
年
、
氏
姓
の
餓
れ

た
の
を
駕
す
の
に
、
矢
張
探
湯
を
用
ひ
て
み
る
。
（
北
史
倭
國
傳
…

或
置
小
石
於
沸
湯
中
。
令
嬢
競
者
探
書
云
。
理
曲
者
蜘
手
欄
。
）
次

に
印
度
で
は
火
は
一
等
奉
ξ
と
言
っ
て
語
根
困
る
か
ら
出
て
乃
ち

浮
め
る
も
の
・
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
は
物
質
的
に
も
縛
め
る
こ
と

義
同
時
に
道
徳
的
に
も
浮
め
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
の
意
喋
に
於

い
て
我
が
國
の
あ
る
融
肚
で
行
ふ
火
渡
の
式
は
潔
の
一
種
で
あ
る

印
度
で
は
火
は
潤
め
る
も
の
で
あ
り
、
叉
紳
糖
化
す
る
も
の
で
あ

る
。
我
が
國
の
昔
か
ら
行
は
れ
る
大
祓
中
の
祓
ふ
こ
と
邸
ち
浮
め

る
こ
と
は
、
是
々
と
入
と
の
間
に
存
在
す
る
憩
柔
な
者
の
特
模
で

あ
っ
て
、
叉
支
那
で
言
ふ
罰
す
る
と
か
或
ひ
は
償
ふ
意
味
で
も
な

く
、
浄
め
る
意
味
で
あ
る
。
放
に
罪
は
睡
れ
た
も
の
と
考
へ
、
叉

罪
あ
る
者
は
翻
ち
断
れ
旗
肴
で
あ
る
。
こ
れ
を
清
め
ろ
爲
め
に
用

ひ
ら
れ
た
形
式
が
あ
る
。
潔
す
る
と
か
或
は
就
會
か
ら
浄
め
る
特

　
　
　
　
我
國
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
（
足
利
）

樺
を
有
す
る
と
見
倣
さ
れ
た
入
に
浮
め
て
貰
ふ
こ
と
で
あ
る
、
、
羅

馬
法
の
罵
Φ
碁
と
言
ふ
宇
の
本
來
の
意
味
は
冒
琶
謬
と
書
ふ
宇

と
共
に
ヴ
ェ
ダ
の
黒
め
る
考
か
ら
來
た
も
の
で
、
一
般
に
考
へ
ら

れ
て
る
る
や
う
な
苦
痛
を
與
へ
る
意
味
で
な
い
。
而
し
て
そ
の
清

浮
化
す
る
特
礎
を
有
す
る
階
級
は
何
れ
の
國
で
も
一
般
に
宗
敏
上

叉
は
政
治
上
の
元
首
で
あ
る
。
原
始
佛
敏
の
本
來
の
精
騨
た
る
之

と
全
く
反
し
た
波
羅
提
木
叉
（
頁
豊
ε
o
訂
。
・
二
）
讐
巳
○
出
自
即
ち

「
お
互
に
激
す
。
」
）
の
考
は
、
語
根
日
8
か
ら
謝
り
、
霧
蓮
あ
れ

ば
互
に
告
白
し
激
し
合
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
原
始
佛
教
の
根
本
精

紳
は
如
何
に
も
畢
等
精
瀞
で
あ
っ
て
、
警
め
る
特
選
階
級
を
認
め

な
い
事
で
あ
る
。
我
が
國
で
は
大
祓
の
文
句
を
味
は
つ
て
見
る
と
、

原
始
佛
教
の
波
羅
提
木
叉
と
は
全
く
蓮
っ
て
、
却
っ
て
婆
羅
門
と

雷
ふ
自
ら
入
を
混
め
る
特
灌
あ
り
と
認
め
ら
る
、
階
級
の
中
か
ら

現
は
れ
た
思
想
と
同
直
な
こ
と
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
叉
、
印
度
に
は
「
ソ
ー
マ
」
（
G
。
9
霧
）
酒
が
あ
る
。
波
斯
で
は

頃
9
・
9
奉
と
言
ひ
、
愈
ば
れ
た
植
物
の
名
で
、
是
か
ら
酒
を
造
っ
て

瀞
に
捧
げ
る
の
で
あ
る
。
「
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
し
第
八
巻
第
八
＋
の
詩
に

於
い
て
、
「
ソ
…
こ
酒
を
遣
る
の
に
、
普
通
、
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
」
の
他

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
四
八
九

．　（165）
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の
個
所
に
書
い
て
あ
る
方
法
と
は
異
っ
た
方
法
を
書
っ
て
屡
て
、

こ
れ
に
は
智
ヨ
瓢
影
詫
貯
と
あ
る
．
．
（
普
通
は
…
．
ソ
ー
マ
」
の
草
を

石
臼
で
潰
し
て
そ
の
汁
か
ら
酒
を
造
る
の
で
あ
る
。
）
或
る
虚
女
が

河
に
行
っ
て
「
ソ
：
マ
」
の
草
を
途
で
得
た
、
そ
れ
を
家
に
持
斎
っ

て
雷
ふ
に
は
こ
の
「
ソ
ー
マ
」
で
「
イ
ン
ド
ラ
」
（
帝
繹
聯
）
の
爲
め
に

酒
を
造
れ
と
言
っ
て
贋
る
。
そ
の
嘗
μ
夢
努
鐙
と
あ
る
の
は
何

の
意
味
で
あ
る
か
。
註
羅
者
「
サ
ー
ヤ
ナ
」
（
し
Q
鍔
p
醤
）
は
そ
の
部
分

を
『
妾
の
歯
に
て
搾
ら
れ
た
る
こ
の
「
ソ
ー
マ
」
を
飲
む
等
し
。
』

（
冒
留
げ
プ
顎
暮
p
ひ
諺
⇔
已
9
α
雪
藝
巴
筈
ど
誓
聾
昌
一
B
，
愚
㎝
o
籏
巴
回

三
募
．
）
と
直
し
、
亦
泰
西
の
學
者
も
こ
の
註
繹
者
の
意
見
に
從
っ

て
課
し
て
居
る
が
、
是
は
誤
で
あ
っ
て
，
乃
ち
そ
の
宇
の
如
く
歯

で
囎
ん
で
醸
し
た
此
の
「
ソ
…
マ
」
を
飲
む
棄
し
と
言
ふ
こ
と
で
あ

る
と
思
ふ
。
こ
、
で
言
ふ
笥
ソ
4
マ
」
の
雛
、
物
は
何
か
解
ら
ぬ
が
、

そ
の
植
物
か
ら
「
ソ
ー
マ
」
酒
を
造
る
こ
と
は
屡
々
印
度
文
學
に
幽

て
居
る
。
「
マ
ッ
ク
ス
ミ
ュ
ラ
ー
」
（
若
江
鎮
琶
2
）
は
葎
／
｝
6
℃
）
と
雷

っ
て
認
る
が
要
す
る
に
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
で
酒
を
造
る
よ
り
も

他
に
澱
粉
質
か
ら
酒
を
造
っ
て
そ
れ
を
沈
澱
さ
す
警
め
の
も
の
で

は
な
か
ら
う
か
。
歯
で
「
ソ
…
マ
」
か
ら
酒
を
醸
す
と
は
乃
ち
歯
で

　
　
　
　
　
　
第
十
七
巻
　
第
三
號
　
　
頭
九
〇

瞬
む
こ
と
で
あ
る
♪
魏
玉
串
、
勿
吉
國
の
風
習
を
鳴
す
な
か
に
、

聡
慧
黒
蓋
と
あ
る
。
獄
本
の
言
葉
の
か
も
す
（
．
醸
す
）
は
古
言
で
あ

っ
て
，
古
事
記
中
、
素
斐
鵯
奪
．
か
八
鮫
の
大
蛇
を
凪
雲
國
肥
ノ
川

上
で
退
治
し
て
恩
田
姫
を
姿
ら
る
為
時
、
そ
の
大
蛇
退
治
に
酒
を

造
ら
し
め
給
ふ
た
。
そ
の
時
に
「
八
声
の
酒
を
醸
み
｝
ず
。
」
と
言

っ
て
み
る
。
八
醗
と
は
「
繰
返
し
か
も
す
」
意
味
で
、
醸
は
口
で
咀

議
し
て
造
る
こ
と
で
あ
る
。
爾
か
も
す
は
か
む
の
8
器
蝕
！
．
o
と
自

分
は
思
ふ
が
、
こ
の
黙
で
我
が
國
の
方
言
墨
潜
の
意
見
を
徴
し
た

い
と
思
ふ
。
古
事
記
裏
書
の
中
に
、
「
日
本
決
揮
云
愈
癒
紳
天
皇
之

　
　
　
　
　
ス
　
ソ
　
コ
　
タ

代
。
藩
入
選
曾
薪
聾
黍
。
薯
造
酒
旧
事
。
予
言
世
。

未
知
醸
酒
悪
道
。
但
固
有
造
酒
之
法
。
上
古
之
代
。
口
中
囎
米
皆

納
木
櫃
○
郷
…
日
酎
酸
。
名
之
爲
醸
。
故
今
世
謂
醸
酒
爲
嚇
。
是
州

法
也
。
鵬
鍛
。
」
と
あ
る
。
こ
れ
嬉
し
本
馨
懐
古
籍

憾
九
に
「
醸
は
酒
を
造
る
を
云
。
古
歌
に
こ
れ
か
れ
見
ゆ
。
翼
鏡

　
　
　
　
　
　
サ
ケ
　
カ
　
ム

に
醸
造
〆
海
港
。
佐
介
加
牙
と
注
せ
り
。
（
此
の
加
牟
を
口
に
て
険

去
て
作
る
故
な
り
と
云
は
、
お
し
あ
て
の
ひ
が
こ
と
な
り
。
加
牟

　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ム
　
ダ
チ

は
和
名
抄
に
麹
を
加
澤
太
知
と
あ
る
は
か
び
亡
ち
に
て
俗
に
撫
付

ク
と
云
こ
れ
な
り
。
さ
れ
ば
酒
も
か
び
だ
臥
せ
て
作
る
意
に
て
茄

（　166　）



牟
と
は
云
な
り
。
故
加
毛
須
と
も
云
の
。
と
と
断
じ
，
李
田
篤
胤
．

も
亦
全
く
師
説
を
踏
襲
し
て
少
し
も
相
違
す
る
慮
が
な
い
。
こ
の

雨
春
は
共
に
「
サ
…
ヤ
ナ
」
と
同
一
の
誤
に
脇
っ
て
贋
る
。
然
し
此

は
字
義
通
り
塵
女
に
米
を
嚇
し
て
壼
に
入
れ
て
酒
を
醸
す
方
法
で

現
に
琉
球
に
於
い
て
は
神
事
の
際
の
紳
酒
造
り
に
名
残
を
閉
め
て

み
る
。
そ
れ
に
は
徴
を
臼
に
挽
い
て
桶
に
移
し
て
水
を
入
れ
麹
を

加
へ
ろ
時
に
、
一
村
中
か
ら
選
ば
れ
た
美
し
い
素
行
正
し
い
虚
女

（
叉
は
紳
女
）
が
七
日
問
幽
閉
し
た
後
、
口
で
憾
ん
で
三
度
桶
に
吐

入
れ
る
風
習
で
あ
る
。

　
○
酒
を
か
み
と
は
漕
を
か
も
す
事
。
言
語
墨
者
に
依
っ
て
設
明

・
さ
れ
る
。
太
古
酒
は
か
ん
で
造
ら
れ
た
か
ら
酒
を
造
る
こ
と
を

　
「
カ
モ
ス
」
と
言
ふ
と
言
ふ
事
は
琉
球
に
於
い
て
は
今
に
騨
事
の

　
際
の
神
酒
造
り
に
名
残
が
此
め
ら
れ
て
居
る
。
蕎
六
月
の
綱
曳

　
の
時
や
新
穀
を
供
す
る
蕎
六
月
の
お
祭
の
折
に
は
今
で
も
田
舎

　
の
村
々
道
々
で
良
酒
を
造
っ
て
居
る
。
先
づ
米
を
く
だ
い
て
御

　
飯
に
炊
き
纏
れ
を
臼
に
か
け
て
ひ
く
。
ひ
か
れ
た
物
を
桶
に
う

　
つ
し
水
を
翻
へ
麹
を
入
れ
て
一
叢
夜
位
放
置
し
て
お
く
と
齢
酵

　
作
用
に
依
っ
て
美
味
な
聯
酒
が
出
怠
る
謙
で
あ
る
。
が
麹
を
加

　
　
　
　
我
麟
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
（
足
利
）

へ
る
時
に
一
村
中
か
ら
選
ば
れ
た
美
し
い
素
行
の
治
っ
た
慮
女

（
所
に
依
っ
て
は
ノ
ロ
に
厩
す
る
避
難
）
が
七
日
聞
齋
託
し
て
、

口
で
噛
ん
で
三
度
桶
に
吐
入
れ
ろ
事
に
な
っ
て
贋
る
。
是
は
正

し
く
上
古
の
米
を
噛
ん
で
酒
を
造
っ
た
と
言
ふ
遺
風
で
あ
っ
て

麹
が
護
見
さ
れ
な
い
太
古
に
あ
っ
て
は
、
唾
液
を
以
て
醗
酵
作

用
を
超
さ
せ
る
た
め
に
信
女
な
ど
を
集
め
て
奈
部
欝
で
噛
ま
し

め
て
居
た
の
で
あ
ら
う
。
今
で
も
儒
州
の
山
奥
に
は
、
山
葡
萄
で

酒
を
醸
す
時
、
そ
の
果
を
口
で
噛
ん
で
唾
液
を
交
ぜ
ね
ば
良
酒

は
得
ら
れ
な
い
と
す
る
地
方
が
あ
る
さ
う
で
あ
る
。
併
し
て
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
マ
ザ
ケ

ら
れ
た
紳
濡
を
ミ
キ
叉
は
ウ
ン
サ
ク
（
甘
酒
）
と
需
っ
て
瀞
に
供

し
，
入
民
に
頒
つ
た
の
で
あ
る
。
私
が
度
々
實
透
し
た
ウ
ン
サ

ク
造
り
は
な
か
く
盛
ん
な
も
の
で
、
五
馬
入
の
桶
が
十
五
個

も
並
べ
ら
れ
て
居
た
。
詫
か
ら
夜
に
亙
る
の
で
あ
る
か
ら
夜
分

に
な
る
と
乙
女
共
に
眠
を
催
さ
し
め
ま
い
と
で
あ
っ
た
ら
う
、

側
で
三
味
線
を
弾
い
て
彼
等
の
唄
に
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

私
は
次
に
か
玉
げ
る
中
主
下
総
に
行
っ
て
鵠
て
寂
る
御
酒
つ
く

り
の
歌
を
議
す
る
度
に
二
っ
て
冒
の
あ
た
の
見
た
此
の
光
景
が

彷
彿
と
し
て
偲
ば
れ
る
。

　
　
　
　
　
第
十
七
巷
　
錐
三
二
　
　
凶
九
一
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．
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△
こ
の
御
亭
を
醸
み
け
む
入
は
其
の
鼓
、
濁
に
立
て
・
歌
ひ
つ

　
　
・
醸
み
け
れ
か
も
，
舞
ひ
つ
、
醸
み
け
れ
か
も
、
此
の
鱗
酒

　
　
の
獅
酒
の
あ
や
に
、
う
た
x
ぬ
し
さ
Σ

　
△
か
し
の
生
に
精
子
を
つ
く
り
、
よ
く
す
に
醸
、
み
し
大
御
酒
う

　
　
ま
ら
に
き
こ
し
め
も
せ
食
せ
、
ま
ろ
が
ち
。
　
訳
㌔

　
　
　
　
（
奥
塁
特
豊
島
琉
球
人
の
昆
ぬ
古
事
記
と
萬
葉
、
七
六
頁
）

　
西
歴
紀
元
＋
四
量
紀
丁
度
の
「
ヴ
ィ
ジ
ャ
ナ
ガ
ラ
」
（
＜
ご
a
、
憲
等

σ籍

燒
ﾚ
）
に
出
た
と
言
は
る
遥
「
サ
ー
ヤ
ナ
」
の
下
下
に
は
智
百
σ
｝
誉
，

鈴
β
と
は
璽
に
歯
で
擦
る
と
し
か
書
い
て
居
な
い
が
是
は
い
け
な

い
。
「
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
」
中
に
は
第
八
巻
第
八
＋
の
詩
に
唯
一
回
し
か

翫
て
る
な
い
か
ら
，
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
時
代
に
は
文
宇
に
だ
け
残
っ
た

の
で
方
法
は
既
に
滅
ん
で
居
た
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
「
サ

ー
ヤ
ナ
」
は
印
度
古
代
の
傳
詮
を
集
め
て
註
繹
を
造
っ
た
も
の
で

あ
る
が
、
專
ら
石
で
搾
る
方
法
し
か
書
い
て
み
な
い
。
然
し
我
が
國

の
素
蔓
鳴
奪
と
畑
田
姫
と
の
話
を
見
る
と
、
か
の
慮
女
を
し
て
米

を
囑
ま
し
て
造
る
方
法
で
現
に
琉
球
に
存
在
す
る
風
習
と
こ
の
古

代
印
度
に
於
け
る
冒
彦
び
冨
鴇
H
3
と
は
岡
じ
事
と
思
ふ
Q
我
が
國

の
素
蔓
鳴
奪
梢
田
嫌
の
神
話
中
「
や
く
も
た
つ
い
つ
も
や
え
が
き
囁

　
　
　
　
　
　
第
十
七
墾
　
第
三
號
　
　
四
九
二

つ
ま
こ
め
に
や
え
か
き
つ
く
る
そ
の
や
え
が
き
を
」
の
歌
が
結
婚

の
降
の
歌
で
あ
り
、
亦
こ
璽
、
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
」
第
八
巻
第
八
十
の
詩

も
結
婚
の
際
の
歌
な
る
こ
と
を
思
ひ
較
べ
、
又
こ
の
場
合
「
イ
ン

ド
ラ
」
は
愈
を
現
は
し
、
「
イ
ン
ド
ラ
」
の
敵
「
ヴ
リ
ト
ラ
」
（
く
腎
⇔
）

は
大
蛇
な
る
こ
と
を
想
ひ
含
せ
ば
、
更
に
興
味
深
い
こ
と
・
思
ふ
。

も
っ
と
も
劒
の
話
は
印
度
に
は
な
い
が
、
か
・
る
神
話
は
「
リ
グ

ヴ
ェ
ダ
」
で
は
既
に
滅
ん
で
み
た
と
見
る
聰
く
、
却
っ
て
古
事
記

中
に
残
存
し
て
記
載
さ
れ
て
る
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

　
か
く
の
如
く
、
我
が
國
の
古
俗
と
古
代
印
度
の
風
俗
と
は
そ
の

文
献
の
有
無
如
何
に
蘭
ら
す
、
他
の
古
代
民
族
の
と
相
共
題
し
た

要
素
を
持
っ
て
居
る
。
殊
に
神
聖
観
念
の
強
烈
な
こ
と
は
彼
我
共

に
最
も
著
し
い
所
で
，
そ
れ
を
中
核
と
す
る
風
俗
習
慣
は
如
上
の

例
を
以
て
し
て
も
充
分
に
窺
知
り
得
る
と
思
ふ
。
印
度
は
か
、
る

「
ブ
ラ
…
フ
マ
ニ
ズ
ム
」
叉
は
「
ア
：
リ
ア
『
ス
ム
」
の
流
れ
に
鋤
立

し
た
佛
教
を
生
ん
だ
が
、
佛
教
は
結
局
そ
の
民
族
の
風
俗
習
慣
乃

至
信
仰
の
将
外
に
追
ひ
や
ら
れ
た
。
乃
ち
佛
敏
は
印
度
に
減
ん
だ

の
で
あ
る
。
佛
教
が
東
漸
し
我
が
國
に
入
る
に
及
ん
で
凶
猛
佛
敏

中
最
も
「
、
ア
！
リ
ア
ニ
ズ
ム
」
の
要
素
を
多
分
に
有
し
、
そ
の
清
浮

（王e，s）



恩
想
を
儀
式
中
に
具
艦
化
し
て
み
る
眞
言
宗
が
．
我
が
國
中
世
に

於
い
て
｝
皇
室
に
永
く
奪
信
さ
れ
根
蓄
を
占
め
た
り
、
叉
地
方
の

豪
族
の
間
に
根
帯
を
占
め
た
こ
と
を
見
れ
ば
、
そ
の
精
紳
的
内
容

の
彼
我
相
通
す
る
所
以
を
明
白
に
知
る
こ
と
を
得
や
う
。
又
輪
入

佛
教
で
あ
る
奈
良
朝
時
代
の
…
彿
教
で
は
、
我
が
國
民
の
性
情
、
我

が
國
膿
、
我
が
神
代
な
が
ら
の
風
俗
習
慣
と
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
こ
と
が
解
る
。
李
安
の
蓬
都
と
共
に
弘
法
大
師
の
入
唐
の
意

義
や
、
叉
、
伺
故
に
天
台
宗
か
ら
、
慈
壁
、
智
謹
の
如
き
入
が
入

唐
し
て
、
台
密
の
基
を
開
く
必
要
が
あ
っ
た
か
。
殊
に
高
岳
親
王
，

の
如
き
金
枝
玉
葉
の
御
身
を
以
て
、
佛
門
に
蹄
依
せ
ら
れ
、
入
唐

せ
ら
れ
心
入
笠
ま
で
せ
ら
れ
て
印
度
密
教
を
研
究
せ
ら
れ
ん
と
し

た
御
趣
意
も
自
ら
判
明
す
る
こ
と
・
思
ふ
。

（　169　）

我
閣
上
代
風
俗
と
印
度
古
典
（
足
利
）

第
十
七
巷
　
第
三
號
　
　
四
九
三


